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度は 570oK,真空度は 1-3×10~71｡rrである｡ (この条件では表面に垂直に 〔111〕
軸が配向するとされているが本実験では未確認 )蕪着後,同温度で入射面内で散乱角分
布を測定した｡
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表 面 の 格 子 振 動







m w2(R)≡ ¢'(R)-<RF, vxx(a+u(R)-R'-u(R′))>
が Q'2(R)あるいは ¢(氏)をきめる方程式で,この右辺は変位 u(a)の平均値を通し
て¢(a)の関数である｡この非線型方程式を逐次近似で解くことで,LEED実験から
得られる種々の金属の表面Debye温度の値を定性的に説明できることが示される｡
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